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国道１１２号西川町砂子関地内で、集水井工事を行いました。作業の様子をご紹介

いたします。

～地すべり対策～

地すべり対策工事で、地下水を集める巨大
な井戸を作ります。
「集水井」は地下水がたまりやすい部分に
作る井戸です。
集水ボーリングで集められた地下水は排水
ボーリングを通って河川へ流し出されます。

①法面を作ります

井戸を掘る前に周りの地盤を固め
しっかりしたものにしていきます

②井戸を掘っていきます

らせん状に階段を設置し、作業する時は
この階段を降りていきます。

出典）東北地方整備局新庄河川事務所 主な地すべり対策施設
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井戸の中での作業なので、排気ガスが出
ないよう（酸欠防止）、電動のミニバックホ
ウをリモコンで操作し掘り進めます。

集めた土砂はクレーンで井戸の外に出し
ます。

集水井の完成
井戸の大きさ
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（集水ボーリング）
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③排水ボーリングを施工します

排水ボーリングを地上に出す場所を調査し、位置が決まったら
井戸の内側から排水ボーリングを施工し、排水ルートを確保します。

④集水ボーリングを施工します

集水井の中の様子です。
６０メートルの集水ボーリング
を１７本設置し、井戸の中に地
下水を集めます。

（現場代理人）

勢いよく地下水が
出ています

集水ボーリングで先に井戸に水を集め
てしまうと、井戸の底に地下水がたまり
排水ボーリングを設置出来なくなるので、
先に排水部分を確保します。

ボーリングマシンを使い、等間隔に扇状に集水ボーリングを施工していきます。

集水井の中の様子

本工事は坑内作業が主となるため、安全対策に
は特に留意して作業を進めました。
まず坑内での酸素欠乏等による事故防止。次
に、土砂の落下などが発生しないようにガイド
レール付バケット使用による落下事故防止。ま
た坑内が深いので転落・落下事故なども起きな
いように、従来のはしご型ではなく階段型にす
ることで昇降時の安全性向上。
これらの安全対策に努めながら作業を進めた
結果、無事故無災害での工事完成を迎えました。
今後も安全な施工に努めていきたいと思います。

排水ボーリング設置後


